
◇�

綾
瀬
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
計
画
の
見

直
し
を
進
め
、
区
民
の
集
え
る
施

設
の
誘
致
及
び
綾
瀬
地
区
の
一
体

的
な
事
業
計
画
を
求
め
る
請
願

　

�（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

採
択
に
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
あ

り
）

◇�

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
つ
い
て

法
整
備
を
含
む
強
化
策
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

◇�

平
成
28
年
度
か
ら
の
特
別
支
援
学

級
通
級
指
導
学
級
（
情
緒
等
）
の

制
度
改
革
に
つ
い
て
の
陳
情

  ◇�

千
住
一
丁
目
地
区
市
街
地
再
開
発

事
業
に
関
わ
る
「
都
市
計
画
」
の

見
直
し
及
び
都
有
地
活
用
を
求
め

る
陳
情

◇��

公
園
ト
イ
レ
の
廃
止
を
や
め
、
充

実
を
求
め
る
陳
情

◇�

撤
去
さ
れ
た
公
園
ト
イ
レ
の
復
活

等
に
関
す
る
陳
情

◇�

江
北
中
学
校
・
上
沼
田
中
学
校
の

学
校
統
廃
合
計
画
見
直
し
に
関
す

る
陳
情

◇�

国
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
中
止

を
要
望
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
と
と
も
に
、
足
立
区
と
し
て

個
人
情
報
保
護
や
住
民
の
知
ら
れ

た
く
な
い
権
利
の
保
証
に
万
全
を

期
す
こ
と
を
求
め
る
請
願

◇�

自
衛
隊
へ
の
若
者
の
個
人
情
報
提

供
の
中
止
を
求
め
る
陳
情

◇�

足
立
区
が
自
衛
隊
員
の
募
集
活
動

に
協
力
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願

　

�（
以
上
７
件
の
請
願
・
陳
情
に
つ

い
て
、
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団

よ
り
不
採
択
に
反
対
の
立
場
か
ら

討
論
あ
り
）

◇�

教
育
基
本
法
・
学
習
指
導
要
領
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
最
も
適

し
た
教
科
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

　

�

―
い
ず
れ
も
請
願
・
陳
情
の
趣
旨

に
沿
い
か
ね
る

 

今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書
の

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
意
見
書

は
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
つ
い
て
法
整

備
を
含
む
強
化
策
を
求
め
る
意
見
書

　

近
年
、
一
部
の
国
や
民
族
あ
る
い

は
特
定
の
国
籍
の
外
国
人
を
排
斥
す

る
差
別
的
言
動
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
）
が
横
行
し
、
社
会
的
批
判
が
強

ま
っ
て
い
る
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、
社
会
の
平

穏
を
乱
し
、
人
間
の
尊
厳
を
侵
す
行

為
と
し
て
、
そ
れ
を
規
制
す
る
法
整

備
が
さ
れ
て
い
る
国
も
あ
り
、
我
が

国
に
お
い
て
も
、
憲
法
の
保
障
す
る

「
集
会
・
結
社
の
自
由
」
や
「
表
現

の
自
由
」
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で

あ
る
。
２
０
２
０
年
に
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
憲
章
の
精
神
に
も
反
す
る
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
放
置
す
る
こ
と
は

国
際
社
会
に
お
け
る
信
頼
を
失
う
こ

と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
表
現
の
自
由
に
十

分
配
慮
し
つ
つ
も
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
対
策
に
つ
い
て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
禁
止
の
理
念
を
明
確
に
し
た
法
整

備
を
含
む
対
策
を
速
や
か
に
検
討
し

実
施
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣
あ
て
）
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会派名及び結果 
 件　名

会　派　名

結
果

足
立
区
議
会

自
由
民
主
党

足
立
区
議
会

公
　
明
　
党

日
本
共
産
党

足
立
区
議
団

足
立
区
議
会

民
　
主
　
党

　平成 26 年度足立区一般会計歳入歳出決算                  ○ ○ × ○ 原案
認定

　平成 26 年度足立区国民健康保険特別会計歳入歳出決算 　　 ○ ○ × ○ 原案
認定

　平成 26 年度足立区介護保険特別会計歳入歳出決算          ○ ○ × ○ 原案
認定

　平成 26 年度足立区後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算          ○ ○ × ○ 原案
認定

　平成 27 年度足立区一般会計補正予算（第３号）            ○ ○ × ○ 原案
可決

　平成 27 年度足立区介護保険特別会計補正予算（第２号）    ○ ○ × ○ 原案
可決

　足立区特別区民税条例等の一部を改正する条例           ○ ○ × ○ 原案
可決

　足立区事務手数料条例の一部を改正する条例              ○ ○ × ○ 原案
可決

委　員　会　名 日　程
主な内容

審査
報告 その他

議案 請願 陳情

総 務 委 員 会
８ 月１７日（月） 1 ２

９ 月３０日（水） 10 ２ 1 ８

区 民 委 員 会
８ 月１８日（火） 1 10

１０ 月１５日（木） ２ ２ ５

産 業 環 境 委 員 会
８ 月１９日（水） ９

１０ 月１５日（木） ８

厚 生 委 員 会
８ 月１９日（水） ２ ８

１０ 月１６日（金） １ ３ ６

建 設 委 員 会
８ 月２０日（木） ５ ９

１０ 月１９日（月） ４ ５ ６

文 教 委 員 会
８ 月２０日（木） ６ ６

１０ 月  １日（木） ２ ３ ３

議 会 運 営 委 員 会

８ 月３１日（月） １
第 3 回
定例会に
ついて

９ 月２４日（木）

１０ 月　２日（金） １

１０ 月２２日（木）

交通網・都市基盤整備
調 査 特 別 委 員 会

８ 月２１日（金） 1 ５

１０ 月２０日（火） 1 ２

待 機 児 童 ・
子 ど も の 貧 困 対 策
調 査 特 別 委 員 会

８ 月２１日（金） ２ ５

１０ 月２０日（火） ２ ６

災 害・ オ ウ ム 対 策
調 査 特 別 委 員 会

８ 月２４日（月） ３

１０ 月２１日（水） １ ４

エ リ ア デ ザ イ ン
調 査 特 別 委 員 会

８ 月２５日（火） 1

１０ 月２１日（水） １ 1 ３

採
択
し
た
も
の

不
採
択
と
し
た
も
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願
・
陳
情

今
定
例
会
で
可
決

 

し
た
意
見
書
（
要
旨
）

地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す
る
意
見

書
住
民
福
祉
の
増
進
等
に
責
任
を
負

う
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
地
方

が
そ
の
責
任
と
権
限
に
応
じ
た
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
、
地
方
税
財
源
の

拡
充
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
国
は
、
平
成
26
年
度
税

制
改
正
に
お
い
て
、
地
方
法
人
特
別

税
・
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
地
方
消
費
税
率
の

引
上
げ
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
間
の

財
政
力
格
差
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
と

の
理
由
か
ら
、
地
方
の
貴
重
な
自
主

財
源
で
あ
る
法
人
住
民
税
の
国
税
化

を
新
た
に
導
入
し
た
。

　

こ
う
し
た
措
置
は
、
地
方
税
財
源

の
拡
充
に
つ
な
が
ら
ず
、
地
方
の
自

立
そ
の
も
の
を
妨
げ
、
地
方
分
権
の

流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
充

実
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
た
め
に
は
、
需
要
に
見
合
う
財

源
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
方

財
政
が
抱
え
る
巨
額
の
財
源
不
足
の

中
で
の
財
源
調
整
で
は
根
本
的
な
解

決
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
地
方
税
の
根
本
原

則
を
ゆ
が
め
る
地
方
法
人
特
別
税
・

地
方
法
人
特
別
譲
与
税
と
法
人
住
民

税
の
国
税
化
を
直
ち
に
撤
廃
し
て
地

方
税
と
し
て
復
元
す
る
と
と
も
に
、

不
合
理
な
偏
在
是
正
措
置
を
新
た
に

導
入
す
る
こ
と
な
く
、
地
方
が
担
う

権
限
と
責
任
に
見
合
う
地
方
税
財
源

の
拡
充
と
い
う
本
質
的
な
問
題
に
取

り
組
む
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大

臣
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
担
当

大
臣
、
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
、

地
方
創
生
担
当
大
臣
あ
て
）

都
市
農
地
の
保
全
と
農
業
振
興
の
推

進
に
関
す
る
意
見
書

東
京
農
業
は
、
持
て
る
農
地
や
施

設
を
最
大
限
に
活
用
し
、
野
菜
・
果

樹
・
花
き
・
緑
化
植
物
、
畜
産
と
い

っ
た
多
様
な
経
営
形
態
が
展
開
さ
れ
、

新
鮮
か
つ
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物

を
生
産
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
恒
常
化
し
た
農

畜
産
物
の
低
価
格
化
は
、
所
得
面
に

お
け
る
他
産
業
と
の
格
差
を
も
た
ら

し
、
農
業
の
後
継
ぎ
不
足
を
招
き
、

家
族
労
働
力
は
必
然
的
に
高
齢
化
し

て
い
る
。
ま
た
、
相
続
時
に
お
け
る

高
額
な
相
続
税
納
入
の
た
め
に
、
農

地
は
減
少
し
続
け
て
い
る
の
が
実
態

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
待
望

久
し
い
都
市
農
業
振
興
基
本
法
の
施

行
は
、
国
及
び
政
府
の
責
務
を
明
確

に
し
た
。
同
法
で
は
、
都
市
農
業
振

興
基
本
計
画
の
策
定
、
法
制
上
、
財

政
上
、
税
制
上
又
は
金
融
上
の
措
置
、

詳
細
に
亘
る
基
本
的
施
策
の
実
施
が

明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
現
は
都

市
農
地
の
保
全
と
都
市
農
業
の
継
続

性
に
対
し
大
き
な
希
望
を
抱
か
せ
る

も
の
で
あ
り
、
農
業
者
や
農
業
関
係

者
は
言
う
に
及
ば
ず
、
ま
ち
づ
く
り

や
都
市
住
民
の
視
点
か
ら
も
大
変
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
都
市
農
地
の
保
全

と
都
市
農
業
振
興
に
不
可
欠
で
あ
る

農
地
関
連
法
及
び
制
度
、
税
制
等
の

具
体
的
措
置
・
農
業
施
策
が
、
都
市

農
業
振
興
基
本
法
に
基
づ
き
早
急
に

講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大

臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
あ
て
）【

い
ず
れ
も
10
月
23
日
議
決
】

各議案に対する議員個人の賛否は議会ホームページで公開しています　
http://www.gikai-adachi.jp/honkaigi/gian/gian2015_3.html　

■委員会活動


